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 第５学年算数科学習指導案 

日 時：令和〇年〇月〇日（〇）〇校時 

学 級：第５学年〇組 〇名 

場 所：５年〇組教室 

授業者：〇〇 〇〇 

 

１ 単元名        「平均」(ならした大きさの求め方を考えよう)  

 

２ 単元の目標 

（１）ならすことでより妥当な数値が得られる場合は平均を求めるとよいことや、「平均」の用語と

その意味や求め方を理解し、いろいろな場面について平均を求めることができる。 

（２）平均の求め方を図や式等を用いて考え、説明したり平均を活用して問題を解決したりするこ

とができる。 

（３）平均を用いる良さに気付き、それを学習や日常生活に生かそうとしている。  

 

３ 単元について 

(１) 児童の実態 

 本学級の児童は、明るく様々なことに興味をもち、最後までまじめに取り組もうとする姿が多く見

られる。 

算数科の学習においては、算数を得意と考える児童と苦手意識をもっている児童と極端に分かれて

いる。また、中には、計算問題には積極的に挙手し進んで取り組むことができるが、自分の考えや根

拠を説明する場面になると挙手する児童は減り、特定の児童に発言が集中してしまうことが多い。そ

の理由として「まず、何をしたらいいのか分からない」「間違えたらどうしよう」と考え、挙手しにく

いと答えている。そこで１学期からまずは、式や図や言葉等を用いて自分の考えを書く活動に取り組

んできた。その結果、少しずつ式や言葉に表すことができる児童が増えてきた。次の段階として、友

達にわかりやすく説明することができるように操作等を通して説明したり、ホワイトボードに考えを

表し説明したりと練習を重ねてきた。また、できるだけ特定の児童だけが説明することがないように

全体交流では、友達の考えを別の児童が発表することで、考え方を理解したり、共有したりすること

に取り組んできた。そのため、少しずつではあるが、自分の考えを伝え説明することが好きと答える

児童が増えてきている。 

「平均」に関して児童は、日常生活の中で、「ならす」場面をこれまでに経験している。例えば、幅

跳びで砂場の砂を平らにした経験や給食のおかずを分ける経験、家でジュースを等分する等、児童の

日頃の生活に関連しているものが多い。しかし、きちんとその意味を捉えているわけではない。 

 

(２) 教材について 

学習指導要領における位置付け 

 

 

 

 

 

 

 

D（２）測定した結果を平均する方法に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

（ア） 平均の意味について理解すること。 

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 

 （ア）概括的にとらえることに着目し、測定した結果を平均する方法について考察し、それを学

習や日常生活に生かすこと。 
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児童は、これまで、長さ、かさ、重さの学習で、対象の大きさやはかる目的によって計器や単位を

選択し、測定したり、測定値を表したりしてきている。第５学年で学習する量の測定では、誤差やば

らつきがあることを踏まえ、平均を用いて測定した結果を妥当な数値として表すことを学習していく。 

本単元では「平均」の意味や計算の仕方を学び、さらに平均で比べることの有用性や必要性につい

ても理解させることをねらいとしている。さらに、平均を求める方法を図や式を用いる等して考察す

るとともに、テストの点数や試合の平均得点など平均が活用できる場面を見いだすなどの数学的活動

を通し、学習を生活に生かす力を育成していきたい。 

 

【関連と発展】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３) 指導について 

導入の工夫 

単元の導入では、児童全員が目的意識をもち、主体的に学習を進められるようにする。そのために、

今回は「ペットボトルキャップつかみ」のゲームを行い、「平均の考え方」を使って優勝チームを決める

という活動を取り入れる。チームの人数をわざと変えることで、「ずるい」「不公平」という児童の思い

を引き出し、「平均」を用いる必然性を感じさせたいと考えている。 

「ならす」イメージをもたせるための場面設定 

「平均」を辞書で調べると、「ならすこと」と意味が出てくる。まず、「ならす」というイメージをも

たせた上で、意味を捉えさせたり、ならした大きさに対する興味、関心を高めたりしながら、児童が単

元の見通しをもって、学習を進めていくことができるようにする。日常生活で経験しているが、児童に

はとって「ならす」という表現はなじみが薄い。そこで、日常生活の「ならす」という経験を想起し、

「ならす」ことのイメージがもてるように、３つの場面を設定する。まず、幅跳びの砂場をならしてい

る場面である。でこぼこしているところを「平らにならしている」ということから「ならす」ことのイ

メージをつかめるようにする。また、３つのコップの牛乳を多い方から少ない方へ移して等しくしてい

く場面や配ったトランプの枚数を一度すべて集めてから再度等分していくという場面を見せ、等しい量

にすることも「ならす」ということを確認する。 

実感を伴う理解につなげるための学習活動 

５個のオレンジからしぼられた不揃いなジュースの量をならしてどれも同じ量だけしぼれたとする

時、その１個あたりどれだけの量がしぼれたかが平均の考えになる。ここでは、連続量であるジュース

を素材として展開していく。これは、「連続量」が「ならす」ことを直観的に捉えやすく、児童にとって

数学的活動がしやすいからである。「ならす」ために、過不足分からやりとりして量をそろえる考えは、

２～３年 長さ、かさ、重さ 

 

・長さ、かさ、重さの計器と

単位の選択、測定 

３～４年 わり算 

 

・等分除の意味の理解 

・除法の計算原理と筆算 

５年 平均 

 

・平均の意味と求め方 

・平均の活用 

５年 単位量あたりの大きさ 

・単位量あたりの考え方 

・いろいろな単位量あたりの

大きさと求め方、活用 

５年 データの活用 

・代表値(平均値、最頻値、平

均値)の意味と求め方 

・統計的な問題解決の方法 

５年 速さ 

・速さの意味と求め方 

・速さ、時間、道のりに関する

式とその適用 



- 3 - 

児童にとって比較的容易に出されると思われる。一連の流れを通して、「平均」の用語を導入し、「平均

＝合計÷個数」で求められることを理解できるようにしていく。 

本時は、資料に０がある場合の理解の学習である。今回は、「ざんねんペットボトルキャップつかみ」

のゲームで、０点のキャップを含ませ、そのキャップをつかむと得点が０点になるようにする。ペット

ボトルキャップをとった平均を求める時に、得点の中に０点がある場合、０点の人の数も含めて計算し

なければ平均を求めることにはならない。このことの意味について、児童が考え、説明する活動が大切

と考える。このような考えを、「ならす」操作として具体的に捉えて具体物や図に結び付けたり、それを

式と結び付けて説明したりする活動を通して理解を深めたい。 

つながりを意識した「学び合い」 

本単元は、「平均」という言葉の意味や求め方を具体物や図などに表したり、それを式に結び付けて

説明したりする等、数学的な表現を生かしながら互いに伝え合う活動を重視していきたい。 

 

(４) 児童が「読み解く力」を高め、発揮している姿とそのための手立て 

【「読み解く力」の２つの側面】 

A…主に文章や図、グラフから読み解き理解す

る力 

B…主に他者とのやりとりから読み解き理解

する力 

【「読み解く力」の３つのプロセス】 

①発見・蓄積：必要な情報を確かに取り出す 

②分析・整理：情報を比較し、関連付けて整理する 

③再構築：自分なりに解決し、知識を再構築する 

 

まず、「発見・蓄積(必要な情報を確かに取り出す)」のプロセスでは、「平均の意味や求め方について

もっと知りたい」と児童が目的意識をもって学習を進め、目的に応じて情報を取り出す姿を目指すため、

２つの手立てを考えている。 

1つ目の手立ては、「ペットボトルキャップつかみ」という児童が興味をもつゲームを行い、主体的に

学べる活動を取り入れる。人数が違う(４人・５人・６人と)チームに分かれ、箱からペットボトルキャ

ップをどれだけつかむことができるか対抗戦を行う。人数が違うため、ペットボトルキャップを取った

合計だと優勝チームは決めることができない。児童の「ずるい」「不公平」の声から「平均の考え方」を

使って優勝チームを決めるようにする。優勝チームを決めるための平均の意味や求め方を学び、学習に

取り組ませたい。 

また、２つ目の手立てとして、本時で取り上げる学習問題の数値を工夫する。本時は、前時とは違い、

「データの中に 0点が含まれる場合の平均の求め方を考える」という課題を明確にできるように、０点

を含むチームの結果と含まないチームの結果を同時に取り上げる。また、一見、資料の中に０点を含ま

ないときの得点の方が、チームとしての結果がよいように見えるが、実際に平均をしてみると、０点を

含むチームの方が、結果がよくなるという数値に設定する。子どもたちが葛藤をいだき、「結果を確かめ

たい」と思えるように揺さぶる。 

次に、「分析・整理(情報を比較し、関連付けて整理する)」のプロセスでは、「３つのつながり」をキ

ーワードに「分析・整理」をしていく。１つ目のつながりは、「既習事項とのつながり」である。これま

での学習内容とのつながり（例：「ならす」とはどういうことか。「平均」の意味。既習の資料に０のな

い連続量、分離量の「平均」の求め方等）から本時の学習を整理・分析する姿を目指す。そのための手

立てとして、考えのヒントとなる既習事項を一目で確認できる掲示物を準備する。 

２つ目のつながりは、「多様な表現方法のつながり」である。多様な表現を関連付けて説明する場面を

設定する。指導者は、子どもが表現した多様な表現方法（例えば、式、言葉、図、表等）同士をつなげ

る発問をすることで、さらに理解が深まるようにしていく。 

３つ目のつながりは、「子ども同士の考えのつながり」である。友達の考えから自分の考えをより深め

たり広げたりする児童の姿を目指していく。そのために、自力解決場面では、一人ひとりの児童が、ど
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のような考えをもっているかを把握し、学び合いの場面で指導者が児童と児童の考えをつなげる発問や

切り返し等を行う。 

最後に「再構築（自分なりに解決し、知識を再構築する）」のプロセスでは、これまでのプロセスでの

学びを再構築する「まとめ・適用問題・振り返り」を行う。「まとめ」の場面では、「０を含めた合計」

「０を含めた個数」を入れて平均を求めるというポイントとなる言葉を子どもの言葉から引き出してま

とめていく。その際に 1時間の児童の思考の流れに沿った板書を生かすことができるようにする。また、

「適用問題」では、「まとめ」を生かして、自分たちのゲームの結果を調べる（０点をいくつか含むもの）

活動を通して、０を含める平均の求め方の理解をさらに深められるようにしたい。さらに、「振り返り」

の場面では、授業の始めから終わりまでの時間を振り返り、自己の学びの変容等に気付かせることで、

より学びを再構築できるようにする。そのために、振り返りの視点を事前に与えておくようにする。 

以上の３つの活動を段階的に行い、再構築を図りたいと考えている。 

 

４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①平均は幾つかの数量を同じ大

きさの数量にならすことであ

ることを理解している。 

②測定値を平均する方法を理解

している。 

①身の回りにある事柄につい

て、より信頼できる値を求め

るために、得られた測定値を

平均する方法を考えている。 

②日常生活の問題(活用問題)

を、測定値を平均する方法を

用いて解決している。 

①より信頼できる値を求めるた

めに平均を用いるよさに気付

き、測定値を平均する方法を

用いることができる場面を周

りから見つけようとしてい

る。 

 

５ 指導と評価の計画(全７時) 

時 

間 
ねらい・学習内容 

評価規準（評価方法） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に 

取り組む態度 

１ 

・身の回りの「ならす」場面を体験した

り、操作活動を行ったりして、「ならす」

ことの意味を理解し、イメージしやすい

ようにしておく。 

・「平均」の用語とその意味や求め方につ

いて理解する。 

〇知① 

(ノート分析) 

 〇態① 

(行動観察、 

ノート分析) 

２ 

・平均の意味や求め方を図や式に表して

考え、説明する。 

・求めた平均が小数で表せることを理解

する。 

 〇思① 

(行動観察、 

ノート分析) 

・態① 

(行動観察、 

ノート分析) 

３ 

 

資料の中に０がある場合の平均の求め方

を理解する。 

・知①② 

(行動観察、 

ノート分析) 

〇思① 

(行動観察、 

ノート分析) 

 

４ 

「仮の平均」を使って、平均を求める方

法を理解する。 

〇知② 

(ノート分析)  

          

  

【
本
時
】 
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５ 

平均を使って、もとの資料の大きさを求

めたり、全体の量を推定したりする方法

を理解する。 

〇知② 

(ノート分析) 

・思① 

(行動観察、 

ノート分析) 

 

６ 

平均を使って、歩幅を求める。また歩幅

を使っていろいろな場所のおよその長さ

を測定する。 

・知② 

(ノート分析) 

〇思② 

(行動観察、 

ノート分析) 

〇態① 

(ノート分析) 

７ 
基本的な学習活動を理解しているか確認

し、それに習熟する。 

〇知①② 

(ペーパーテスト) 

  

※指導に生かす評価を行う代表的な機会については「・」を、その中で特に学級全員の児童の学習状況

について、総括の資料にするために記録に残す評価を行う機会には「〇」を付けている。 

 

６ 本時の目標(本時：３／７時間目) 

 ・資料の中に０がある場合の平均の求め方を理解する。 

・資料の中に０がある平均を求める場合の０の処理の仕方を考え、説明することができる。 

 

７ 本時の評価規準    

・資料の中に０がある場合の平均の求め方を理解している。          【知識・技能】 

 ・平均の意味に着目して、資料の中に０がある場合の０の処理の仕方を考え、図や式等を用いて説明

している。                            【思考・判断・表現】 

 

８ 本時の展開 ※実線は、「読み解く力」のＡの側面、波線は、Ｂの側面に関わる留意点や評価規準 

 〇主な学習活動等 ◎予想される児童の反応 指導上の留意点(・)  評価規準(□) 

発見・蓄積 

問題把握 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇問題の把握 

・「ざんねんペットボトルキャップつかみ」の

結果の表から２つのチームの得点表(０を含

まない得点表・０を含む得点表)を比べ、既

習の平均の求め方との違いに気付きを発表

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎「先生チームは０点を取った人がいないけ

れど、D チームは０点をとった人がいる

な。」 

◎「先生たちは０点を取った人がないから勝

ちじゃないかな。」 

◎「人数が異なるから、合計では比べられな

いな。この前に学習した平均を使うと比べ

・「ざんねんペットボトルキャップつか

み」のゲーム大会の優勝チームを決め

ることを伝え、学習に意欲をもてるよ

うにする。 

・前時を振り返り、既習との違いから、

本時の学習内容が資料に０がある場

合の平均の求め方を考えることであ

ることを把握できるようにする。 

 

・子どもたちが葛藤するように、先生チ

ームの数値は、少しの差で負けるよう

に数値を工夫する。（資料の中に０を

含まないチームの方が、チームとして

の結果がよいように見えるが、実際に

平均をしてみると、０を含むチームの

方がチームとしての結果がよくなる

数値に設定している。） 

 

 

 

 

得点表：先生チーム 

人 A B C D E F 

得点 ８ ９ ７ １０ １１ １２ 

 

得点表：Dチーム 

人 A B C D E 

得点 １６ ０ ７ １２ １３ 
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めあての 

共有 

られるな。」 

◎「平均の求め方は、合計÷個数で求めたら

いいんだったな。0点があるときは、どう

やって平均を求めるのかな。」 

 

〇まずは、既習の方法でできる先生チームの平

均を求める。 

◎「式にすると、 

(８+９+７＋１０＋１１＋１２)÷６＝９.５ 

 になると思う。」 

 

〇本時のめあてを子どもと設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・一人ひとりに目的意識をもたせるため

に「得点に０点があるときにはどうし

たらいいのか」という児童のつぶやき

や発言から本時の課題を設定する。 

分析・整理 

 

 

 

 

 

 

 

見通し 

 

 

 

自力解決 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇学習したことをもとに、平均を求める方法を

考える。 

◎「式にしてみたらいい！」 

 

 

 

 

 

 

〇自力解決の方法の見通しをもつ。 

◎「言葉で説明できそう。」 

◎「グラフを使ったらいいと思う。」 

 

〇その式となる根拠を図や言葉などを使って

ノートに書く。 

◎「Dチームの平均の求め方の式は、今まで

通りなら、(１６+０+７+１２+１３)÷５

かな。」 

◎「得点が０点なら省略できると思う。今ま

で０はないものと考えていたから、式は 

(１６+７+１２+１３)÷４だと思うな。」 

 ◎「(１６+７+１２+１３)÷５になると思

う。０は足しても合計は変わらないから。」 

 ◎「÷４なら５人の平均を求めることにはな

らないと思う。」 

・児童の発言から「平均を使って比べる

こと」や「式を用いて求めること」を

おさえる。 

 

 

 

・(１６+７+１２+１３)÷５のような

考え方をしている児童の意見があれ

ば取り上げる。 

 

 

 

 

・式や図や言葉、グラフ等、多様な表現

で説明ができるように、既習事項を想

起できる壁面掲示を準備しておく。 

・早く考えを書けた児童には、他の説明

の仕方(言葉や図やグラフ等での説

明)も考えるように声かけをする。 

・多様な表現を関連付けられるように声

かけをする。 

・学び合いでいくつかの考え方を引き出

すために、机間指導時に児童の考えを

座席表にチェックし把握しておく。 

 

めあて  ０があるときの平均は、どのようにして求めたらいいのだろうか 

(１６+０+７+１２+１３)÷５ 

(１６+７+１２+１３)÷４ 

(１６+７+１２+１３)÷５ 
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学び合い 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇考えを発表し、クラス全体で比較・検討をす

る。 

 

 

◎「得点が０点なら省略できると思う。今ま

で０はないものと考えていたから、式は 

(１６+７+１２+１３)÷４だと思うな。」 

 

 

◎「グラフを使って考えてみたら、０点の人

にも得点の高いところからうつさないと

いけないから÷５だと思うな。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※２つの考え方を比較・検討して… 

◎「÷４なら５人の平均を求めることにはな

らないと思う」 

 

 

 

↓児童から出てきた場合 

 

 

◎「(１６+７+１２+１３)÷５になると思

う。０は足しても合計は、変わらないか

ら。」 

□平均の意味に着目して、資料の中に０

がある場合の０の処理の仕方を考え

ている。 【思考・判断・表現】 

・代表の児童に、立式した理由をホワイ

トボードに書かせ、説明させる。 

・(１６+７+１２+１３)÷４の誤答を

全体で取り上げ、得点に０があるとき

の処理について理由も合わせて考え

るようにする。 

・式や図、言葉、グラフ等、多様な表現

で説明ができるようにする。また、式

と図、言葉とグラフ等をつなげられる

ような発問をする。 

□平均の意味に着目して、資料の中に０

がある場合の０の処理の仕方を考え

ている。 【思考・判断・表現】 

 

・全体交流の時に、いろいろな考え方を

発表させる。また、一人の説明や書い

た式、図を見てどのように考えたかを

他の子に説明させる等して、考えをつ

なげる。また、できるだけ多くの児童

が発表できる機会とする。 

・児童の書いた多様な表現方法(言葉、

図、グラフ等)を比較させ、同じところ

や違うところに着目させることで、考

えを深められるようにする。 

・誤答である(１６+７+１２+１３)÷

４の考え方と (１６+０+７+１２+

１３)÷５の考え方を比較・検討し、相

違点や共通点を見つける中で、なぜ

(１６+７+１２+１３)÷４が間違い

であるかを全体で考える。 

 

 

再構築 

まとめ 

 

 

 

 

〇本時の学習のまとめをする。 

 

 

 

 

 

 

・児童の言葉を使ってまとめを行う。 

・めあてに対する答えとなるようなまと

めを書けるように、児童の言葉で設定

しためあてをもう一度確認する。 

 

 

 

まとめ ０があるときの平均を求めるときは、０点を含めた点数の合計と人数の記録

も入れて計算する。 

(１６+０+７+１２+１３)÷５ 

(１６+７+１２+１３)÷４ 

(１６+７+１２+１３)÷５ 
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適用問題 

 

 

 

 

 

 

 

振り返り 

 

〇残りのチームの平均を求め、優勝チームを決

る。 

 

 

 

 

〇次時の学習の見通しをもつ。 

 

〇学習を振り返る。 

・今日学んだことなど、振り返りを書く。 

 ◎「得点が０点の人も含めて計算しないと４

人分の平均になってしまうので、５人分

(÷５)にしないと平均にならないという

ことが分かりました。」 

・０を含む計算式を設定することに困っ

ている児童には、「平均＝合計÷個数

(人数)」をもう一度確認させ立式を手

助けする。 

□資料の中に０がある場合の平均の求

め方を理解している。 【知識・技能】 

 

 

・児童の言葉でまとめや振り返りができ

るように、学習中に発言したキーワー

ドは、吹き出しで板書に残しておく。 

 

９ 授業参観の視点 

 ・児童が「読み解く力」を高め、発揮するための授業づくりのポイント 

 ・「分析・整理(情報を比較し、関連付けて整理する)」のプロセスで、「３つのつながり」(①既習事項

とのつながり②多様な表現方法のつながり③子ども同士の考えのつながり)ができていたか。 

 

１０ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 先生チームの結果 児童チームの結果 

めあて ０があるときの平均は、どのように

して求めたらいいのだろうか 

(１６+０+７+１２+１３)÷５

＝ 

(１６+７+１２+１３)÷４

＝ 

児童の考え 

児童の考え 
児童の考え 

児童の考え 

まとめ 平均を求めるときは、０を含めた合計と個数の記録も入れて計算する 

÷４だと4人

の結果になっ

ている 

復習 

(８+９+７+１０+１１+１２)÷６＝９.５ 

  
０があっても人数は 

変わらない。  

０があっても、

その人の分も

カウントする。 

 
5人全員の結果 

得点表：Aチーム 

人 A B C D E 

得点 １４ ０ １１ ０ １７ 

 

★問題★ 

他のチームの得点表 

児童の考え 


